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干潟は魚や貝，海草などの生物を育くむ「海のゆりかご」と

呼ばれるほど豊かな場所であり，私たちは古（いにしえ）よ

りこれらを収穫する場として利用してきました。渡り鳥にと

っても休息・採餌になくてはならない場所となっています。 �

そのような干潟も高度経済成長期以降急速に進められた埋立

てにより全国各地で激減し，東京湾ではそのほとんどが消失

してしまいました。しかし近年，干潟に注がれる目は変わっ

てきました。ラムサール条約などの国際的取組みは残されて

いる干潟の保全を促しています。さらに最近では消失した干

潟の再生も試みられています。�
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本研究に関連する成果は，国立環境研究所のHPでご覧になれます。�
http://www.nies.go.jp/kanko/tokubetu/sr51/sr51.pdf
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北 海 道�

春国岱（根室湾側）�

風 蓮 湖�
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■湿地を左の5つの視点で分類�

■干潟を左の2つの視点で分類�

・水の供給様式�
・傾斜�
・氾濫源および流域�
　の位置と大きさ�
・塩分濃度�
・景観的要素�

①窪地�
②湖周辺�
③感潮域�
④傾斜地�
⑤河岸�
⑥無機土壌平地�
⑦有機土壌平地�

・地形的特徴�
（前浜，潟湖，河口域）�
・水の供給様式�
（河川水，海水）�

①前浜干潟�
②前浜干潟+河川�
③潟湖干潟�
④潟湖干潟+河川�
⑤河口域干潟�
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溶存態・無機態�
1.63 ， 0.63

海（藻）草�
（ワカメ,アマモなど）�
2.77 ， 0.30 付着藻類�

（ケイ藻類など）�
16.09 ， 2.82

デトリタス�
0.27 ， 0.04

プランクトン�
0.12 ， 0.02

プランクトン食者（アサリなど）�
2.36 ， 0.54

デトリタス食者（ゴカイなど）�
2.34 ， 0.52

メイオベントス�

デトリタス（有機物）�

0.28 ， 0.04

480.74 ， 71.19

バクテリア�
0.91 ， 0.20

溶存態�
無機態�

（窒素，リン）�
16.47�
4.15
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表1  生態系機能の指標としての調査項目�

底質の特徴  15項目�

電気伝導度�
水素イオン濃度�
酸化還元電位�
温度�
含泥率�
中央粒径�
重量含水率�
乾燥密度�
強熱減量�
底質流動�
底質中の含有量�
　全炭素�
　全アルミニウム�
　全カルシウム�
　全鉄�
　全マグネシウム�

図4における略号とともに併記した�

EC�
pH�
ORP�
T�
cw�
Md�
ω�
ρd�
Li�
Sflu�
�
TC�
TAl�
TCa�
TFe�
TMg

水の特徴  15項目�

年最大干満差�
間隙水中の濃度�
　ナトリウムイオン�
　カリウムイオン�
　マグネシウムイオン�
　カルシウムイオン�
　塩素イオン�
　硫酸イオン�
　塩分�
直上水中の濃度 �
　ナトリウムイオン�
　カリウムイオン�
　マグネシウムイオン�
　カルシウムイオン�
　塩素イオン�
　硫酸イオン�
　塩分�

Tide�
�
InNa�
InK�
InMg�
InCa�
InCl�
InSO�
InSal�
�
Na�
K�
Mg�
Ca�
Cl�
SO�
Sal

栄養条件  10項目�

底質中の含有量�
　可給態窒素�
　可給態リン�
　全窒素�
　全リン�
間隙水中の濃度�
　硝酸および亜硝酸態窒素�
　アンモニア態窒素�
　リン酸態リン�
直上水中の濃度�
　硝酸および亜硝酸態窒素�
　アンモニア態窒素�
　リン酸態リン�

�
AvN�
AvP�
TN�
TP�
�
InNO�
InNH�
InPO�
�
NO�
NH�
PO
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地形�
クラス�

前浜�
干潟� 海�

潟湖�
干潟� 海�

河口域�
干潟� 河川�

主要な�
水供�
給源�

地形�
サブ�
クラス�

B1

B2

L1

L2

E

とくになし�
（小河川）�

隣接する�
大きな河川�

（下げ潮時影響大）�

とくになし�
（小河川）�

隣接する�
大きな河川�

（下げ潮時影響大）�

海�
（上げ潮時影響大）�

富津干潟（東京湾）�
南知多奥田海岸（伊勢湾）�
七浦海岸（有明海）�

春国岱（根室湾）�
西三番瀬（東京湾）�
藤前干潟（伊勢湾）�
古見干潟（沖縄西表）�
干立海岸（沖縄西表）�
�地

下
水� 谷津干潟（東京湾）�

風蓮湖（北海道）�
網張干潟（沖縄石垣）�

琵琶瀬川河口（北海道）�
田古里川河口（有明海）�

その他の水供給源� 調査地�
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琵琶瀬川琵琶瀬川�
田古里川田古里川�

七浦七浦�

藤前藤前�

網張網張�

西三番瀬西三番瀬�

谷津谷津�
風蓮湖風蓮湖�

春国岳春国岳�
南知多南知多�

古見古見�
富津富津�

干立干立�

河口域干潟河口域干潟�

前浜干潟前浜干潟�

潟湖干潟潟湖干潟�

1.5
琵琶瀬川�

田古里川�

七浦�

藤前�

網張�

西三番瀬�

谷津�
風蓮湖�

春国岳�
南知多�

古見�
富津�

干立�

河口域干潟�

前浜干潟�

潟湖干潟�

2.5-1.5

-2.5

海水的� 富栄養�

貧栄養� 陸水的�

NONO

InPO

InNHInNH
Tide

TFe
MdMd

TAl
cwTP

ω�
Li

TN
TC

TMgTMg

PO
NH

Sflu
ORPORP

AvN
T

InNO

AvP

TCa

pH

ρb

MgMgNa
InCa

EC
CaCaInSO

SO

InMgInMg
InSalInNa

InK
InCl

Sal K
ClCl

0.7

1-1

-0.6

海水的� 富栄養�

貧栄養� 陸水的�

NO

InPO

InNH
Tide

TFe
Md

TAl
cwTP

ω�
Li

TN
TC

TMg

PO
NH

Sflu
ORP

AvN
T

InNO

AvP

TCa

pH

ρb

MgNa
InCa

EC
CaInSO

SO

InMg
InSalInNa

InK
InCl

Sal K
Cl
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国立環境研究所では�国立環境研究所では�
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●研究の全体構成�



『 環 境 儀 』 �
　地球儀が地球上の自分の位置を知るための道具であるように『環境儀』

という命名には， われわれを取り巻く多様な環境問題の中で， われわれは

今どこに位置するのか， どこに向かおうとしているのか， それを明確に指し

示すしるべとしたいという意図が込められています。 『環境儀』に正確な地図・

航路を書き込んでいくことが， 環境研究に携わるものの任務であると考えて

います。�
2001年7月�

�

理事長   合 志  陽 一�
    （環境儀第1号「発刊に当たって」より抜粋）�

�

無断転載を禁じます�

2005年1月31日発行�

編　　集 国立環境研究所編集委員会�

 (担当WG：青木 康展，野原 精一，横内 陽子，唐　 艶鴻，西川 雅高，�

　　　　　　　　　　　清水 英幸，松本 公男)�

発　　行 独立行政法人　国立環境研究所�

 〒３０５-８５０６　茨城県つくば市小野川１６-２�

問合せ先 (出版物の入手)国立環境研究所情報企画室 ０２９(８５０)２３４３�

 (出版物の内容)　　　〃　　　企画・広報室 ０２９(８５０)２３１０�

 環境儀は国立環境研究所のホームページでもご覧になれます。�

 http://www.nies.go.jp/kanko/kankyogi/index.html�

編集協力 (社)国際環境研究協会�

 〒１０５-００１１　東京都港区芝公園３-1-１３�

環　境　儀　No.15�
ー 国立環境研究所の研究情報誌 ー�

環境儀既刊の紹介    �

●NO.1 環境中の「ホルモン様化学物質」の生殖･発生影響に関する研究 (2001年7月)�

●NO.2 地球温暖化の影響と対策ーAIM：アジア太平洋地域における温暖化対策統合評価モデル (2001年10月)�

●NO.3 干潟・浅海域ー生物による水質浄化に関する研究 (2002年1月)�

●NO.4 熱帯林ー持続可能な森林管理をめざして (2002年4月)�

●NO.5 VOC－揮発性有機化合物による都市大気汚染 (2002年7月)�

●NO.6 海の呼吸－北太平洋海洋表層のCO2吸収に関する研究 (2002年10月)�

●NO.7 バイオ・エコエンジニアリングー開発途上国の水環境改善をめざして (2003年1月)�

●NO.8 黄砂研究最前線ー科学的観測手法で黄砂の流れを遡る (2003年4月)�

●NO.9 湖沼のエコシステムー持続可能な利用と保全をめざして (2003年7月)�

●NO.10 オゾン層変動の機構解明ー宇宙から探る 地球の大気を探る (2003年10月)�

●NO.11 持続可能な交通への道ー環境負荷の少ない乗り物の普及をめざして (2004年1月)�

●NO.12 東アジアの広域大気汚染ー国境を越える酸性雨 (2004年4月)�

●NO.13 難分解性溶存有機物ー湖沼環境研究の新展開 (2004年7月)�

●NO.14 マテリアルフロー分析ーモノの流れから循環社会・経済を考える (2004年10月)

�




